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図 第 2 図（
発生冬
、黒点線は












-SST（Ishii et al., 2005














































































































現 れ や す く な る 傾 向
250hPa_VVAR_WN2





































































































































































































































































































































































で 上 方 伝 播
PFZ、DW_30E
MSSW が発生する頻度が高いと



























































































経 度 分 布 が 異 な っ て い る
には、2009
、これを除いて
 第 7 図に同じ
平年偏差合成図













































































































































































































































































































































































































































































以上の結果より、Harada and Hirooka (2017)
で指摘された WN2 卓越時の MSSW 発生冬と
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